
第
四
十
号
は
平
成
二
十
八
年
九
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

（
平
成
二
十
八
年
八
月
〜
九
月
）

◆「
暁
天
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
二
十
一
日（
日
）、九
月
四
日（
日
）、九
月
十
八
日（
日
）

午
前
七
時
〜
八
時
半　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
、午
前
六
時
半
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
要
〜
〜
法
座（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
本
堂　

参
加
費―

無
料

備
考―

椅
子
坐
禅
可　

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。ス
カ
ー
ト
不
可
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

八
月
二
十
一
日（
日
）、九
月
二
十
五
日（
日
）

午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
法
座（
参
加
自
由
）

場
所―

当
寺
中
広
間　

参
加
費―

五
百
円　

備
考―

椅
子
席
あ
り
。

各
種
講
座
の
ご
案
内
（
平
成
二
十
八
年
八
月
〜
九
月
）

次
号
の
ご
案
内

行
事
報
告

■
八
月
十
三
日（
土
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
迎
え
火
萬
灯
会
」

■
八
月
十
六
日（
火
）午
前
十
一
時
〜「
盂
蘭
盆
会 

施
食
会
法
要
」

■
八
月
十
六
日（
火
）午
後
二
時
〜「
永
代
供
養
墓
合
同
供
養
祭
」

■
八
月
十
六
日（
火
）午
後
六
時
〜
午
後
八
時
半「
送
り
火
萬
灯
会
」

■
九
月
二
十
二
日（
秋
分
の
日
）午
前
十
一
時
よ
り「
秋
季
彼
岸
会
法
要
」

キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

Ｙ
ｏ
ｇ
ａ

寺

お
知
ら
せ

　

昨
年
五
月
よ
り
、「
戒
名
（
血
脈
）
授
与
式
」
を
開

始
い
た
し
ま
し
た
が
、
既
に
約
七
十
名
の
方
が
生
前
授

戒
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
十
八
年
中
は
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
九
月
一
日
、
十
月
一
日
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
仏
縁
を
結
ん
で
い

た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

〈
迎
え
火
・
送
り
火
萬
灯
会
へ
の
献
灯
に
つ
い
て
〉

○
献
灯
料
：
カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
・
五
百
円
（
迎
え
火
用
・

送
り
火
用
そ
れ
ぞ
れ
）

○
販
売
：
八
月
七
日
（
日
）
よ
り
、
当
寺
事
務
所
に
て
。

〇
備
考
：
迎
え
火
・
送
り
火
両
日
と
も
、
午
後
六
時
ま
で

に
当
寺
山
門
付
近
の
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

カ
ッ
プ
ロ
ー
ソ
ク
に
は
、
亡
き
方
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、

「
〇
〇
家
先
祖
代
々
供
養
」「（
戒
名
）
霊
位
供
養
」
等
と
お

書
き
く
だ
さ
い
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
は
、
献
灯
用
キ

ャ
ン
ド
ル
（
二
百
円
）
を
ご
購
入
く
だ
さ
っ
た
方
の
み
の
献

灯
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー
は
、
十
三
日
〜

十
六
日
の
期
間
中
、
庫
裡
正
面
玄
関
に
て
お
引
き
取
り
く
だ

さ
い
。

「
健
や
か
わ
く
わ
く 

森
林
ウ
ォ
ー
キ
ン
グin

下
北
」
開
催
の
お
知
ら
せ

　

当
山
の
裏
山
は
保
健
保
安
林
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

「
大
安
寺
安
ら
ぎ
の
森
公
園
」
と
し
て
、
地
域
の
憩
い

の
場
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

本
公
園
を
会
場
に
し
て
の
「
森
林
ウ
ォ
ー
ク
体
験
会
」

が
、
下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
の
主
催
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
す
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
・
加

賀
谷
は
つ
み
さ
ん
や
森
林
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
野
宮
正
宣
さ

ん
と
と
も
に
公
園
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
ほ
か
、
林

業
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。
私
た
ち
の
足
下
に
あ
る
森

林
資
源
の
価
値
を
実
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時
：
平
成
二
十
八
年
九
月
四
日
（
日
）
午
前
九
時
半

　

〜
午
後
三
時
半

■
場
所
：
大
安
寺
安
ら
ぎ
の
森
公
園
に
て　

■
定
員
：
五
十
名　
　

■
参
加
費
：
無
料

■
備
考
：
八
月
十
七
日
ま
で
の
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で

　

す
。

■
お
申
込
み
先
：
下
北
地
域
県
民
局
地
域
農
林
水
産
部
（
林

　

業
振
興
課
）
電
話
：
０
１
７
５―

２
２―

８
５
８
１

編
集
後
記

　
こ
の
半
年
の
間
、
お
寺
を
長
年
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
の
急
逝
を
数
多

く
経
験
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
不
在
を
通
し
て
、
そ
の
方
々
が
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
た
こ
と
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
と
と
も
に
、
託
さ
れ
た
こ

と
の
重
要
性
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
お
盆
は
、

束
の
間
帰
っ
て
こ
ら
れ
る
懐
か
し
い
方
々
と
共
に
過
ご
す
時
期
で
す
。

亡
き
方
々
と
心
を
通
わ
せ
な
が
ら
、
託
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
確
認

し
、
そ
れ
を
し
っ
か
り
と
実
践
し
て
い
く
決
意
を
新
た
に
す
る
機
会
に

し
た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
副
住
職
）

　

去
る
、
六
月
二
十
四
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り
、
当
寺

本
堂
に
て
開
催
さ
れ
、
三
十
四
名
も
の
方
が
参
加
さ
れ
ま

し
た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
の
灯
が
揺
れ
る
中
、
中
島
敬
子
先
生

指
導
の
も
と
ヨ
ー
ガ
を
約
一
時
間
ほ
ど
体
験
。
終
了
後
は
、

副
住
職
が
椅
子
坐
禅
の
指
導
を
行
い
、
約
十
分
ほ
ど
椅
子

坐
禅
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
こ

れ
ほ
ど
の
心
の
静
け
さ
を
味
わ
う
機
会
は
な
か
っ
た
」

「
ヨ
ー
ガ
を
行
う
に
は
、
お
寺
の
環
境
は
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
」

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
次
回
は
今
年
の
秋
の

開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。


